


前列左端

＜キャンプの沿革＞
　1977年、米国コロラド州を襲った大洪
水の被災者を支援するために、米国のキ
リスト教青年書専門出版社「グループ」が
ボランティアを募り、全米から集まった
300 人により始まったキャンプ。貧困地区
の家屋修繕と賛美集会を組み合わせたこ
の催しは、現在は全米・カナダ及びその
周辺国の 50 以上の地域で開催され、さ
まざまなキリスト教会・教派の青年が毎
年、合計数万人参加しています。クリス
チャンでなくても参加可能。JELAは 2001
年から、100 人を超える青年たちを日本
から派遣してきました。
 　今年は、7月28日～8月9日の日程
で 9 名の青少年を派遣し、ミシガン州ア
ンナーバーでホームステイをした後、ペン
シルベニア州インペリアル市のキャンプ
に参加しました。キャンプのテーマは　　
“EXTRAORDINARY”（普通じゃない）。
　以下に参加者全員のレポートをご紹介
します（一部、JELAが編集）。

 計り知れない神様の大きさ
廣瀬 知登（JELC大江教会・17歳）
　

　今回のキャンプで一番感じたのは「神
様の大きさ」です。僕は2016年4月の熊
本地震で被災しました。それからの生活で
は常に「何で神様はこんなひどいことを起
こすのだろう」と思っていました。地震から
数か月たっても一向に答えは出ませんで
した。そんな疑問を少しでも解決できれば
と思って臨んだワークキャンプでした。
　奉仕やデボーションを重ねていく中で、
少しだけ分かったことがあります。それは、
神様は人間の力では計り知れない素晴ら
しい存在であり、計り知れない大きな愛を

もって私たち一人ひとりを正しい方向へ
導いてくださる方だ、ということです。
　特に夜のデボーションでは、神様と一対
一で向き合い、問いかけ、話し合う機会が
あり、そこで神様の大きさに気づかされま
した。少し神さまの知識をもっているだけ
で、神様のすべてを知っているかのように
思っていた僕には、感慨深いものでした。
今までの自分の成功や、うまくいったこと
は、すべて神様の力によるものだと思いま
した。　
　キャンプを通して見えた神様は、本当に
大きな存在でした。こんな大きな神様が
ついていてくださる自分は、これからの人
生どんなことが起きても、そこに希望を見
いだしていけると思いました。

五感で神様を感じて
井上 笑（北海道・16歳）

　五感で神様を学ぶプログラムが心に
刺さりました。「優しさ」「心が折れたとき」

「愛」「自然」などのテーマに分かれた六
つのステーションに行き、それらを体感
するというものです。
　「優しさ」のステーションでは、綿を触り
ました。とても柔らかくて、いい香りがして、
持っていると逆に体重が減ったかと感じ
るほど、軽くて温かくて心地よかったです。
　「心が折れたとき」のステーションでは、
両端が尖がっている爪楊枝を二つに折っ
て、十字架の形に置きました。尖がってい
るほうも、折れてギザギザになったところ
も、両方とも心に刺さるようで、満たされず
スカスカな気持ちになりました。
　「愛」のステーションでは、保湿乳液を手
脚に塗りました。肌にスッとしみ込んで、い
い香りがし、神様に包み込まれている感

覚がしました。
　「十字架」のステーションでは、イエス様
が茨の冠をかぶり、釘で十字架につけら
れたように、自分の爪を痛いほど頭や手に
押し付けました。ここは、他のステーション
より空気が重くて、イエス様が十字架につ
けられた重みを感じました。
　画用紙に指紋をスタンプするステー
ションでは、さまざまな色、大きさ、形の指
紋がありました。さまざまな人種や個性の
ワークキャンパーがいて、その一人ひとり
を神様は受け入れて、愛してくれているこ
とを感じました。

祈りの力
宇佐美 舞弥（神奈川県・17歳）

　普通だったらペンキ塗りをしたり、デッ
キや階段を作ったりするのですが、 私た
ちの家はそれどころではなく、ずっとゴミ
の山の整理整頓でした。またその家の居
住者もすごく変わっている人で、「整理し
ないでくれ」とか「捨てるな」とか言われて
大変でした。ゴミを捨てる時に、レジデント
について来られてしまって、クルー全員が
不安でお祈りをしました。すると、そのお祈
りを聞いたレジデントはあっさりと帰って
行きました。ここでお祈りの大切さを感じ
ることが出来ました。クルー全員で協力し
て片付けたのは、変わった経験、まさに
“Extraordinary”な奉仕でした。

心を静めて神様のことを考えた時間
藤澤 智樹（JELC神水教会・18歳）

　昼と夜には毎日デボーションの時間が
ありました。そこでは讃美歌を歌い、祈りを
捧げました。また、日本人グループやク
ルーメンバーとイエス様のことについて

意見を交換しました。自分の心を静めて
考えることができる時間でした。イエス様
の存在の大きさを知りました。
　より多くの人にこのキャンプに参加して
ほしいと思っています。キャンプによって
新しい発見や感動、出会いが待っていま
す。そして、課題も見つかります。それらす
べてが絶対に自分の将来につながりま
す。だから「普通じゃない」経験を多くの人
にしてもらいたいです。

勇気を出して得た喜び
黒河内 貴子（JELC飯田教会・16歳）

　ワークキャンプでは、クルーとのデボー
ションやワークサイトでの活動など、日本
人が自分しかいないときもあり、周りから
英語しか聞こえない、という不安に押し潰
されそうになることもありました。
　ワークサイトでも、はじめは何も手伝う
ことができず、ただ見ていることしかでき
ませんでした。これが本当に悔しかったで
す。勇気を出してはじめて言えた言葉が
“What should I do? ”（何をしたらいいです
か？）という英語でした。伝わっているのか
分からずドキドキしましたが、相手は笑顔
で答えて、私の仕事を探してくれました。そ
の時の喜びは今でも忘れません。本当に
嬉しかったです！　ゴッド・サイティング
の瞬間だと思いました。

成長につながった奉仕と学び
百武 歩人（JELC田園調布教会・16歳）
　

　ワークキャンプへの参加は二回目にな
ります。再び参加させていただいて、奉仕
することで得られることは本当に大きく、
ワークキャンプ以外では体験することがで
きないだろうと改めて実感しました。「仲間

と協力し、神様の下で困っている人々を助
ける」ということは他ではなかなかできま
せん。朝と夜に行われるプログラムもとて
も感動的で、神様について仲間と学び、考
えを共有することで、個人個人の人間的
成長にもつながっていると感じました。

「普通じゃない」出会い
小泉 愛里花（JELCシオン教会柳井チャペ
ル・17歳）

　“EXTRAORDINARY”（普通じゃない）が
テーマのワークキャンプでは、たくさんの
「普通じゃない」出来事がありました。私の
中での「普通じゃない」出来事は、クルー
の人たちと出会えたことです。とても離れ
た日本からアメリカに行って、このクルー
に出会えたことは普通ではない、まさに
“EXTRAORDINARY”なことだったと思いま
す。
　私のクルーはとても元気がよく、優しく
て友達思いの人たちばかりで、その人柄
を私も見習おうと強く思いました。クルー
として一緒にいる最後の時、一人ひとりの
良いところを言い合う機会がありました。
ありきたりではなく思いがこもった言葉
を、私のために分かりやすくゆっくり言っ
てもらい、思わず涙がでました。

コミュニケーションの大切さ
内田 奈七（JELC田園調布教会・16歳）

　

　今回は二回目の参加で、日本人メン
バーの中での年齢も上の方で、去年とは
違う立場でしたが、そのおかげで、みんな
で一つのことを決めることの大変さや、何
かを成功させたときの嬉しさなど、いろい
ろなことを学ぶことができました。
　このキャンプは、9 人の日本人以外全

員アメリカ人で、最初はみんな緊張した
り英語が話せなかったりで、疎外感を感
じたりしたと思います。でも大切なのは、
どんな方法でもいいから自分からコミュニ
ケーションをとろうとすること、勇気を出
すことだ、とアメリカで過ごしているうち
に思いました。

奉仕の達成感
里中 りのん（神奈川県・14歳）

　知らない人、ましてや海外の方のお家
を修理した後の達成感なんて、最初の頃
は想像もつきませんでした。私は美術部
に所属していて、よく切り絵をしています
が、切り絵の作品が完成した時の達成感
とは違う達成感が味わえて、楽しかった
です。｢やりきった！｣という大きな達成感が
味わえました。

※来年のキャンプ募集はP8をご覧ください。

頻繁に登場するカタカナ用語の意味

●デボーション（聖書の言葉や霊的体
験の分かち合い・祈り合い）
●レジデント（修繕対象となる住宅の
居住者）
●クルー（一緒に奉仕を行うグループ
仲間）
●ワークサイト（家屋修繕を行う現場）
●ゴッド・サイティング（神様の存在や
働きを実感した体験）



ベルリン郊外の難民受け入れ施設

　リラ・プレカリア（祈りのたて琴）研修
講座の修了生が複数名奉仕をしている
桜町聖ヨハネホーム（社会福祉法人聖
ヨハネ会。東京・小金井市）が創立 30
周年を迎え、記念の祝賀会が 9 月 22
日に開かれました。奉仕にかかわってき
たリラ・プレカリア研修講座の修了生
４名（崎山たまもさん、大石千絵さん、村
岡晶子さん、中川愛弓さん）もお招きい
ただき、リラ・プレカリアの説明と演奏
の機会を与えていただきました。
　この春から定期的に同ホームで奉仕
し、祝賀会に出席した中川愛弓さんが
原稿をお寄せくださったので、以下にご
紹介します。

リラの音楽には何かがある
リラ・プレカリア研修講座第５期修了生
　　　　　　　　　　　中川　愛弓

　私たちは祝賀会の席でハープを弾く
前にお祝いの言葉を述べ、リラ・プレカ
リアの紹介をしました。その後、「Ubi 
caritas」、「Kyrie」、「Tryggare kan」の 3
曲を弾き、ハミングと歌を入れました。
宴会の場でしたが、皆さんは箸を置き、
ビールや飲みものを口にする方も徐々
に減ってゆき、まぶたを閉じたり、天井
を見つめ何かを思うような、静かな場に
変わっていったのが分かりました。
　客席にいた崎山たまもさん（リラ・プ
レカリア研修講座第３期修了生）は、私
たちが席に戻ると「本当にリラの音楽に
は何かがあるんだよね、空気が変わっ
ていたよ……」と言いました。私たちの
演奏が始まると、皆さんの肩がスッと下
がって場の空気が緩んだのを感じたそ
うです。演奏した私たちは、一人の患者
さんのベッド脇で行う、いつもの奉仕の
場のようにも感じました。

演奏後、次のようなコメントを皆さんか
らいただきました。

☆聖ヨハネ会前修道院長
　あなたがたのされていることは、大切
な意味のあることだと私たちは思ってい
ます。これからもお願いしますね。

☆聖ヨハネ会園長
　皆さんのされていることが、とてもよく
分かり、よかったです。職員にとっても大
変によかったです。

☆聖ヨハネ会副園長
　いつも、バタバタの中で、いらしてい
ただいている気配を感じながら動いて
いますけど、今度いつか、職員に聴かせ
てあげたいと思いました。

　この 7 月から病院で奉仕活動を開始
した中島望さんから活動報告を寄せて
いただきましたのでご紹介します。

祈りが湧き出てくる体験
リラ・プレカリア研修講座第5期修了生
　　　　　　　　　　　　中島　望

○もがき苦しむ患者さんに接して
　7月末、ホスピスでは四人の患者さん
に奉仕ができました。その日の最後に神
様が私に与えてくださった方は、私が病
室に入ると、もがき苦しむような呼吸を
していて、意識が朦朧としてお話しでき
ない状態で、何もしてあげられないその
状況を、ご家族もただただ見守っていま
した。
　患者さんのもがき苦しむような呼吸
から、私は苦しみと痛みを強烈に感じ
て、リラ・プレカリア受講生の時の実習
も含め初めて、叫んで神様に懇願するよ
うな「本物の祈り」が自分の中から湧き
出てくるのを体験しました。そして自然
に曲が降りてきました。

○祈りの音楽で患者さんの呼吸が穏や
かに
　最初の数本の弦を弾いただけで、患
者さんがハープの音に反応しているの
がわかりました。弾き続けていると、あま
りに強い苦しみからか全身に力の入って
いた患者さんから徐々に力が抜けてい
き、苦しいながらも呼吸が規則的に、そし
て穏やかになっていったのを、私だけで
なく病室にいたご家族三人も目の当たり
にしました。
　30 分間の奉仕を終えると患者さんの
呼吸は規則的で安定し、苦しさを感じさ
せない穏やかなものに変化していまし
た。ここまで劇的な変化を見たのは初め
てでした。奉仕を終えて静かにハープを
置くと、息子さんのお嫁さんが「呼吸……
最初と変わりましたね……」とおっしゃい
ました。息子さんの一人も「ホントだな」
と言い、もう一人の息子さんは、「俺、寝
ちゃったよ」と言われました。
　「Ａさん、聴いてくださって本当にあり
がとうございます」と声をかけると患者さ
んは瞬きをされて、私がその場にいるこ
とをはっきり認識されていました。私は
お辞儀をして部屋を出ました。

　アメリカ福音ルーテル教会（ELCA）か
ら派遣された二人の短期宣教師が 9 月
28日に来日しました。JELAは、12月中
旬まで日本語レッスンの提供など、生活
支援をいたします。以下、それぞれの自
己紹介です。

○ランダル・タレントRandall Tallentさ
ん（ノースカロライナ州ローリー出身）
　フロリダ国際大学大学院でアジア研
究（日本の社会と教育）修士課程を修了
しました。趣味は読書、自然観察、アメフ
ト観戦、そしてコンピューターゲームで
す。大学院に入学するまでは、銀行員、レ
ストランのマネージャー、英会話教師、そ
して福岡の日本語学校でインターンをし

ていました。日本と米国のルーテル教会
員どうしの交わりが深まるように手助け
し、互いの兄弟姉妹の輪が国際的に広
がることを願っています。（写真手前）　
　

○ゲイル・ネルソンGayle Nelsonさん
（フロリダ州ジャクソンヴィル出身）
　米軍警察官（MP）として20年間勤務
しました。退役後は 1 年間バーテンダー
をしたのちに、フロリダでまた警察官と
して 6 年間働き、米国のルーテル神学
校に入りました。神学校では、宗教の修
士号を取り、在学期間中に五つ子の母
になりました。その後は、教師として再就
職をして、小学校で算数と科学を教えて

いました。神様の導きに従って、ここ日本
で交流する方たちと共に歩むことができ
るようにお祈りいたします。（写真奥）

　二人とも来年 1 月から熊本に移動し、
４月からは２年間英語を教えるかたわ
ら教会で奉仕予定です。新しい J3 のお
二人をどうぞよろしくお願いいたします。

新しい短期宣教師（J3）の皆さん、ようこそ日本へ！

○心をこめてすることの大切さ
　廊下でカルテにその日の奉仕中の患
者さんの変化の記録を書き始めて数分
後です。看護師さんが私のそばに近よ
り、「今、奉仕していただいた患者さん、
亡くなられました」と言われました。そん
なに臨終が近かったと聞かされていな
かったので驚いた半面、だから、本物の
「祈りの音楽」を自分も体験したのかもし
れない、と私は感じました。
　その５分後に、ご家族が見えて、「今、
亡くなりました。最後に素晴らしい音楽
を本当にありがとう」と声をかけてくださ
いました。この時に初めて、マザーテレサ
の次の言葉の意味が理解できました。

“大切なことは、
どれだけたくさんのことや
偉大なことをしたかではなく、
どれだけ心をこめてしたかです。”

☆施設職員の方
　いつもお会いしていても、ちゃんと聴
いたことがなかった。心が落ち着きま
す。力がもらえるような音楽なんですね、
聴けてよかった。

☆病院ボランティアの方
　涙が出ました。私もこのような音楽に
看送られたい。

☆朗読ボランティアの方
　クリスマスなどのイベントの時に弾い
てほしい。

　普段、私たちが奉仕する時、患者さんや
利用者さんは眠っておられることが多いの
で、今日のような反応を聞かせていただい
て、リラ・プレカリアの音楽が訴える力に驚
きを感じました。
　皆さんそれぞれ、毎日の中でいろんなこ
とがあって、辛かったり、悲しい出来事が
あったりして、そこに沁み入るのがリラ・プレ
カリアの音楽なのだろう、その痛みに寄り添
える音楽なのだろうと、祈りの音楽の力を目
の当たりにしました。

左から村岡さん、大石さん、筆者

写真はリラ・プレカリアのイメージです。



政治経済的視点を踏まえた
難民保護
第４回　ドイツの実践から（２）

東京大学大学院総合文化研究科　特任研究員
神奈川大学法学研究所　客員研究員

　　　　　　　　　　　　有馬みき

　前回は、ドイツの難民保護について
政治経済的観点からご紹介しました。今
回は、難民がドイツ社会で暮らしていく
ためにどのような支援が行われている
のかについて、簡単にご紹介します。

■難民の社会統合
　難民保護には様々な側面がありま
す。国家の視点から見れば、領域内への
入国を許すという意味での物理的な側
面もあれば、在留資格を与えて滞在を
許可するという法的な側面もあります。
しかしそれで終わりではありません。難
民も人です。衣食住と安全が必要なこと
は言うまでもありませんが、さらには教
育や就労の機会を得て、社会の一員と
して、自由と尊厳をもって暮らすことが
できるようになってこそ、真の受け入れ
といえるでしょう。
　このような意味で難民を社会に受け
入れることを「社会統合」といいます。国
際移住機関 (IOM) によると、社会統合
とは、外国人と受け入れ社会の双方が
お互いの独自性と多様性を尊重しつ
つ、同じ社会の構成員としての共有文
化を築き上げていく過程を指していま
す。社会統合が円滑に行われることは、
難民が安心して幸せに暮らすためにと
ても大切なことです。また、受け入れ社
会にとっては、不要な摩擦を減らし、難
民がコミュニティに貢献できるようにな
るまでの投資ということができます。

■生活支援
　社会統合が行われる前提として、まず
は最低限の衣食住を確保する生活支援
が必要です。ドイツに到着した難民は、
警察など最寄りの公的機関に届出をす
ると、まずは地域の受け入れセンターで
暮らし、そこで登録手続を行うことにな
ります。センターでは衣食住が無料で提
供され、医師の訪問もあります。ニュル
ンベルグで訪れた受け入れセンターは

赤十字が運営しており、費用は州政府
が負担しているとのことでした。
　プレハブの建物で、居住棟と食堂棟、
シャワーや洗濯室などの棟があり、外に
は子ども用にブランコや滑り台などが
設置されていました。布団や枕などは簡
素だけれども新品が支給される一方、
衣類は寄付されたものでした。通常は
3ヶ月以内に登録が済み居住する州が
割り当てられると、その州にある定住施
設に移動し、そこで難民申請の結果を
待つことになります。
　
■統合コース
　社会統合の手助けをするために、統
合コースと呼ばれるプログラムが用意
されています。プログラムの内容は連邦
政府において考案されたものですが、
実際の講習は地域レベルで民間の福祉
団体などが行っています。
　一般的な統合コースは難民と移民共
通のもので、600 時間のドイツ語研修と
60 時間のオリエンテーションがありま
す。オリエンテーションとしては、ドイツ
の法制度、歴史、文化、権利と義務、価値
観などの講習を受けます。価値観とは、
信仰の自由、寛容、平等などです。たとえ
ば男女平等は一般のドイツ人にとって
は当たり前になっていますが、出身国に
よってはそのような概念が身近でない
人たちもいます。ドイツで周囲と問題を
起こさずに暮らしていくためには、ドイ
ツ社会で重要とされる基本的価値につ
いて学ぶ必要があるのです。
　さらには、教育をあまり受けていない
人を対象に識字教育から行う初歩コー
スや、女性用、親用、若者用の特別コー
スもあり、それぞれ 900 時間分の講習
となります。たとえば親のためのコース
では、子どもが通う幼稚園や学校につい
て学び、子どもの教師への紹介がありま
す。また、ドイツの教育システムについ
て学び、自分と子どもがドイツで暮らす
中でどのような選択肢が可能か知るこ
とで、子どもの将来について意思決定で
きるようにするものです。女性や若者向
けコースもそうですが、似たような境遇
の人とクラスメートとして知り合うこと
で、他者と交流する機会が増え、社会参
加が促されるという効果もあるのです。
　これらの講習は、本来は難民認定後

に受けることが想定されていましたが、
認定される可能性が高い国の出身者は
申請結果が出る前から受講できるように
なりました。経済協力開発機構 (OECD)
の報告書では、滞在を認められる可能性
が高い人々に対しては、統合に向けた取
り組みを早い段階から行うことが推奨さ
れています 。語学の学習などは早く始め
た方が習得も進み、その後の教育や就
職の可能性に大きな影響を与えるから
です。
　ほかにも、州や自治体が民間団体と協
力して地域ベースで統合の促進を進め
ています。たとえば、難民申請者のため
の教育センターを兼ねた図書室や、地
域住民との接点となるインターナショナ
ル・カフェなどの取り組みがあり、そこで
はボランティアがドイツ語を教えたり
様々なアドバイスを提供したりしていま
す。

■受け入れ社会への働きかけ
　社会統合は双方向のプロセスです。語
学学習などにおける難民側の努力が求
められる一方で、受け入れ社会の側にも
包容力が求められます。ドイツの受け入
れセンターの職員は、オープンハウスや
集会などを通して近隣コミュニティとの
コミュニケーションを図り、ときには批判
的な意見をもつ住民とも話し合い理解
を得る努力を重ねることを、仕事の重要
な一部と捉えていました。

　他国の取り組みを知ることは、日本に
とっても様々なヒントを得るチャンスに
なります。この連載が、日本での難民受
け入れについて考えるきっかけになれ
ば幸いです。

　　　　　　　

　　　　　　　寄付された衣類

　JELA は 2016 年度より、子どもたち
が放射線の心配なく遊べる屋内スペー
スを提供する福島市内のプロジェクト
「キッズケアパークふくしま」を支援して
います。このたび、当プロジェクトの推進
委員会委員長である栗原清一郎さんよ
りご寄稿いただきました。

     「キッズケアパークふくしま」
      線量気にせず元気に遊ぶ

　このプロジェクトは、東日本大震災後
に福島の県北の教会が集まってつくっ
た「福島教会復興支援ネットワーク」の
話し合いから生まれました。

　福島市は人口 29 万の都市で、大事
故を起こした原発からは北西に60キロ
離れていますが、爆発後放射性物質は
風に乗り北西に流れたため、20 万人を
超す人口密集地としては最もひどく放射
能汚染を受けました。そのため特に幼い
子どもを抱える保護者の方たちは、子ど
もたちの被曝を恐れ放射線量の高い屋
外には出さず、限られた屋内で遊ばせる
ということが続き、成長の遅れが目立ち
ました。
　そこで私たちは、放射能の心配をせず
に思いっきり遊び、運動でき、子どもたち
がすくすくと成長することを促す遊び場
と、保護者の方たちが低線量被曝環境
下でも自信と希望を持って子育てする
方法について自分で判断できるための
フェアーな情報を得ることのできる場
を、身近に提供しようと考えました。そし
て、放射能被害は数十年続くので十分で
はありませんが、少なくとも企画から10
年、すなわち 2023 年 6 月までは支援
を続けようと話し合い、この会をたちあ
げました。

　今は福島市の小学生以下約 3 万人
の子どもたちのうち、極めて限られた数
の子どもたちしか対象にはできません
が、場所を借り、遊具を持ち込み、動物
の形をしたバランスボールを使った子
どものヨガやベビーマッサージの指導な
ども行う「あそびば」を月に一回のペー
スで開催しています。子どもの成長に関
する専門家で、当プロジェクトアドヴァイ
ザーの福島大学教授の菅家礼子先生は

じめ高校生、大学生、社会人、教会員か
らなる大勢のボランティアたちに支えら
れて運営する無料の遊び場です。

　運営資金は国内外に呼びかけ、ドイ
ツやアメリカの教会、日本の教会や個人
の方たちからの献金で賄っています。
JELA 様からは視察に来ていただき、会
場費を支援していただき大変助かって
おります。

　おかげさまで皆様のご支援とお祈り
に支えられて、私たちの「こどもあそびば
（キッズケアパークふくしま）」は 2014
年 6月からスタートし、今年の9月には
24 回目を迎えました。お母さんたちや
子どもたちからは本当に喜ばれており、
はじめは 20 名くらいの参加者だったの
が今は200 名を超えることもあり、平均
はスタッフも入れて 129 名になってい
ます。
　お母さんたちからは「子どもたちがこ
んなに楽しく思いっきり遊んでいるのを
見るのは本当にうれしい。特にお姉さん
たちやお兄さんたちがやさしく接してく
れるので、子どもも大喜びだし私たちも
安心して楽しめる」といったコメントをい
ただき、本当に楽しい場になっていま
す。

　政府は経済優先を念頭に「放射能は
もう問題ない」の大合唱ですが、アメリカ
の科学アカデミーのレポートや、ドイツ
やウクライナからのレポートによると、幼
い子ほど被曝を避け、線量の少ない
クールスポットで遊ばせる必要があるこ
とがわかります。このことをお母さんたち
に上手に伝えつつ支援を続けていきま
すので、今後とも皆様からのお祈りとご
支援をよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　（栗原清一郎）

　
　  第８回川柳ひろば入選句発表 

　下の三句が選ばれました（柏木哲夫・
選）。おめでとうございます！　近日中に
景品をお送りします。

＜最優秀賞＞
・幹事役訃報黙祷同期会（泉　亮）
＜優秀賞＞
・私なぞいらないのねと銅メダル（五輪書）
・よい結果だけは上司にCcを
　　　　　　　　　　（ほうれんそう）

　以下のような佳作もありました。入選
までもう一歩です。たくさんの句をまとめ
て送るのが入選のコツです。これからも
投句に励んでください。（以下はすべて、
川柳ひろば管理人・選。柳名略、景品な
し）

＜時事的な佳作＞
・文学賞時代は変わるボク知らん
・八月や平和のハトは折鶴で
・二刀流テニスと卓球ご法度か
・職業は「歌手」ソロでは歌えぬが
・「つまらない男」の支援頼りにし
・難民を除きみんなに「おもてなし」
・一日署長仕事はメダル見せること
・綱取りと騒がれ続け年を取り
・新郎に娘の取説（とりせつ）渡す義母

＜なんとなく趣とユーモアのある佳作＞
・キャラメルを口に含みて終戦日
・ミーンミンと蝉よお前も暑いのか
・悲しくて泣けば明るい虹を見る
・この点滴今宵鰻重の味になれ
・猫番組わが飼い猫と並び視る

　JELA は皆さまからの投句を随時受け
付けています。7～ 10月、11～ 2月、3
～ 6 月に JELA に届いた作品から、柏
木哲夫先生が最優秀１句、優秀 2句ず
つをお選びになり、それぞれ 12 月、4
月、8 月発行のジェラニュースと JELA
ホームページに掲載します。皆さまのユ
ニークな作品をお待ちしています。

は  は




